
対象校No. 719 学校コード F123310106577

設置年度 令和 6年度

計画の区分： 学部の設置

椙山女学園大学 情報社会学部 現代社会学科

　　担当部局（課）名 総務部総務課

職名・氏名 課長
カチョウ

・平野
ヒラノ

貴之
タカユキ

電話番号　　 ０５２-７８１－４３１７(直通)

（夜間）　　 ０５２-７８１－４３１７(直通)

　ｅ－mail　 soumuka@sugiyama-u.ac.jp

該当番号を記載してください。

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

当該番号を記載してください。

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

認可

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人椙山女学園

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

注３

注2

注４

注2
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＜現代社会学科＞

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１２

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４

６．附帯事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　２３

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２９

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１３

目次

情報社会学部

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５



設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ スギヤマ　ヤスオ ）

椙山　泰生

（令和４年４月）

（ クロダ　ヨシヒコ ）

黒田　由彦

（令和４年４月）

（ ハナリ　タカシ ）

羽成　隆司

（令和６年４月）

（ タニグチ　イサオ ）

谷口　功

（令和６年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

令和６年度に報告する内容　→（６）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人椙山女学園

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

椙山女学園大学

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒４６４－８６６２　名古屋市千種区星が丘元町１７番３号

（３） 調査対象大学等の位置

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

1



　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　情報社会学部

　現代社会学科 人

　学士 年 人 人
（社会学） 人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － － － － － 169 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 155 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 144 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 57 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

【基礎となる学部等】文化情報学部文化情報学科及びメディア情
報学科（令和６年度から第１年次、令和８年度から第３年次学生
募集停止）

－

(　－ 　)

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

0

[ 　－　 ]

－

(　－ 　)

新規入学者を
募集停止予定

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　　　　「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

社会学・社会
福祉学関係

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。
　　　・　様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、
　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程
　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－ －

0.48

[ 　－　 ]

－－

[ 　－　 ]

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

－

　　　　倍率と一致しますので、留意して計算してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してくださ
い。
       （春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

(　－ 　)

[ 　－　 ]

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

120

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

(　－ 　)

－

－

0.48倍

収容定員
充 足 率

－

収容定員
充 足 率

（控除後）

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

備　考

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 120 484

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

2

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － － － 57 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　　－ 　]

（　　－　 ）（　　－　 ）（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和元年度 令和２年度

－ － － －

（　　－　 ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　][　　－ 　]

令和３年度

57－

４年次

１年次

２年次

３年次

計

令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 57

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

令和６年度 57 人 0 人

人令和３年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人- 人

-

合　　計

人

令和４年度 人 - 人

人令和５年度 人 -
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【令和６年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 2 14 １前 2 2 14

- 2 0 0 2 0 0 0 0 14 - 2 0 0 2 0 0 0 0 14

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 7 1前 2 8

1後 2 2 1後 2 3

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 2 8 1前 2 8

1前 1 1 1前 1 1

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 1 2 1前後 1 2

1前 1 8 3 1 1前 1 8 4

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 12 1前 2 1 12

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 7 1後 2 1 7

1前後 2 1 1前後 2 1

2前後 2 3 2前後 2 3

2前後 1 1 2前後 1 1

2前後 1 1 2前後 1 1

- 5 75 0 8 3 0 79 - 5 75 0 8 4 0 80

1前 2 6 2 0 0 0 7 1前 2 6 2 0 0 0 7

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前後 2 1 3前後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

　
　
　
　
　
　
　
領
域
5

　
　
　
　
　
　
　
　
言
語
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

外国語（英語A） 　
　
　
　
　
　
　
領
域
5

　
　
　
　
　
　
　
　
言
語
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

外国語（英語A）

外国語（英語B） 外国語（英語B）

外国語（英語C） 外国語（英語C）

外国語（英語D） 外国語（英語D）

外国語（ドイツ語Ⅰ） 外国語（ドイツ語Ⅰ）

外国語（ドイツ語Ⅱ） 外国語（ドイツ語Ⅱ）

２　授業科目の概要

＜情報社会学部　現代社会学科＞

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

配
当
年
次

単位数

　
　
領
域
1

　
　
　
思
想
と
表
現

哲学

文学 文学

芸術 芸術

心理 心理

言語 言語

人類学 人類学

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

全学共通科目
人間論

全学共通科目
人間論

小計（1科目） 小計（1科目）

教
養
教
育
科
目

　
　
領
域
1

　
　
　
思
想
と
表
現

哲学

教
養
教
育
科
目

　
　
領
域
2

　
　
　
歴
史
と
社
会

歴史 　
　
領
域
2

　
　
　
歴
史
と
社
会

歴史

法 法

日本国憲法 日本国憲法

経済 経済

社会 社会

地理 地理

教育 教育

　
領
域
3

　
　
自

然

と

科

学

技

術

物理の世界 　
領
域
3

　
　
自

然

と

科

学

技

術

物理の世界

化学の世界 化学の世界

環境の科学 環境の科学

地球の科学 地球の科学

生命の科学 生命の科学

 
領
域
４

　
 
数

理

と

情

報

数理の世界  
領
域
４

　
 
数

理

と

情

報

数理の世界

統計の世界 統計の世界

コンピュータと情報Ⅰ コンピュータと情報Ⅰ

コンピュータと情報Ⅱ コンピュータと情報Ⅱ

外国語（フランス語Ⅰ） 外国語（フランス語Ⅰ）

外国語（フランス語Ⅱ） 外国語（フランス語Ⅱ）

外国語（中国語Ⅰ） 外国語（中国語Ⅰ）

外国語（中国語Ⅱ） 外国語（中国語Ⅱ）

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 外国語（ポルトガル語Ⅰ）

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 外国語（ポルトガル語Ⅱ）

外国語（スペイン語Ⅰ） 外国語（スペイン語Ⅰ）

外国語（スペイン語Ⅱ） 外国語（スペイン語Ⅱ）

外国語（ハングルⅠ） 外国語（ハングルⅠ）

外国語（ハングルⅡ） 外国語（ハングルⅡ）

　
領
域
6

　
　
健

康

と

　

　

　

ス

ポ
ー

ツ

健康とスポーツの理論 　
領
域
6

　
　
健

康

と

　

　

　

ス

ポ
ー

ツ

健康とスポーツの理論

健康科学 健康科学

スポーツ実習A スポーツ実習A

スポーツ実習B スポーツ実習B

　
　
領
域
７

　
　
　
ト
ー

タ
ル
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

ファーストイヤーゼミ 　
　
領
域
７

　
　
　
ト
ー

タ
ル
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

ファーストイヤーゼミ

ジェンダー論入門 ジェンダー論入門

生活と防災 生活と防災

思考のスキル入門 思考のスキル入門

ＡＩ・データと社会 ＡＩ・データと社会

ワークキャリアデザイン ワークキャリアデザイン

ビジネススキル入門 ビジネススキル入門

キャリア形成実習Ⅰ キャリア形成実習Ⅰ

キャリア形成実習Ⅱ キャリア形成実習Ⅱ

小計（51科目） 小計（51科目）

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

学部共通 情報社会学概論

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

学部共通 情報社会学概論

キ

ャ
リ
ア
形
成

日本語ライティング基礎

キ

ャ
リ
ア
形
成

日本語ライティング基礎

プレゼンテーション技法 プレゼンテーション技法

女性とライフコース 女性とライフコース

国際化とキャリア 国際化とキャリア

キャリアデザイン キャリアデザイン

日本語ライティング応用 日本語ライティング応用

コミュニケーション・トレーニング コミュニケーション・トレーニング

プロジェクトマネジメント プロジェクトマネジメント

キャリアと適応 キャリアと適応
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後  2 1 2後  2 1

1前 1 2 1前 1 1 1

1後 1 2 1後 1 1 1

2前 1 1 2 2前 1 1 2

2後 1 1 2 2後 1 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後  1 1 3後  1 1

英
語

英語総合演習（PBL)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

メディア・リテラシー

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

メディア・リテラシー

インターネット入門 インターネット入門

情報セキュリティと倫理 情報セキュリティと倫理

デジタルメディア基礎 デジタルメディア基礎

情報数理 情報数理

情報処理概論 情報処理概論

情報と法 情報と法

英語リーディング・ライティングA

英
語

英語リーディング・ライティングA

英語リーディング・ライティングB 英語リーディング・ライティングB

英語リーディング・ライティングC 英語リーディング・ライティングC

英語リーディング・ライティングD 英語リーディング・ライティングD

ホームステイ・イングリッシュ ホームステイ・イングリッシュ

日本事情英語 日本事情英語

資格試験対策英語 資格試験対策英語

Travel English Travel English

スキルアップ英語A スキルアップ英語A

スキルアップ英語B スキルアップ英語B

English for Your Working Life English for Your Working Life

英語総合演習（PBL)

1後 1 3 2 1 1後 1 3 3

- 7 40 0 6 4 1 0 0 26 - 7 40 0 6 5 0 0 26

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

都市とジェンダー 都市とジェンダー

観光と地域 観光と地域

世界遺産論 世界遺産論

持
続
可
能
な
社
会

福祉社会学A

持
続
可
能
な
社
会

福祉社会学A

生と死の社会学

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

演習 基礎演習 演習 基礎演習

小計（30科目） 小計（30科目）

基
幹
科
目

学
科
共
通

社会学概論

基
幹
科
目

学
科
共
通

社会学概論

社会調査入門 社会調査入門

社会データ分析基礎 社会データ分析基礎

情報検索技法 情報検索技法

社会調査の技法 社会調査の技法

メ
デ

ィ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ズ

ソーシャルメディア論A

メ
デ

ィ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ズ

ソーシャルメディア論A

ソーシャルメディア論B ソーシャルメディア論B

メディア社会論入門 メディア社会論入門

情報社会論A 情報社会論A

情報社会論B 情報社会論B

ジャーナリズム入門 ジャーナリズム入門

ジャーナリズム論A ジャーナリズム論A

ジャーナリズム論B ジャーナリズム論B

映像制作基礎 映像制作基礎

マスメディア論A マスメディア論A

マスメディア論B マスメディア論B

放送社会論 放送社会論

メディア文化論 メディア文化論

出版メディア論 出版メディア論

広告メディア論 広告メディア論

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

観光学入門

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

観光学入門

観光とホスピタリティ 観光とホスピタリティ

まちづくり学 まちづくり学

エリアマネジメント論 エリアマネジメント論

都市の歴史 都市の歴史

地域社会論 地域社会論

市民活動論 市民活動論

地元学 地元学

地域文化資源論 地域文化資源論

都市空間論 都市空間論

地域デザインの手法 地域デザインの手法

リスクマネジメント リスクマネジメント

生と死の社会学

移民と教育 移民と教育

現代教育論 現代教育論

家族とジェンダー 家族とジェンダー

国際社会論 国際社会論

多文化共生論 多文化共生論

言語政策論 言語政策論

社会思想史 社会思想史

歴史と記憶 歴史と記憶
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 1 7 2 1 2 2前 1 7 3 2

2後 1 8 3 1 2後 1 8 3 1

- 4 88 0 8 5 1 0 0 8 - 4 88 0 8 6 0 0 8

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 1 9 4 1 2 3前 1 9 5 2

3後 1 9 4 1 2 3後 1 9 5 2

- 2 50 0 9 4 1 0 0 5 - 2 50 0 9 5 0 0 5

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 28 0 0 0 0 0 0 11 - 0 28 0 0 0 0 0 0 11

4前 4 9 4 1 2 4前 4 9 5 2

4後 4 9 4 1 2 4後 4 9 5 2

- 8 0 0 9 4 1 2 - 8 0 0 9 5 2

- 28 281 0 9 4 1 0 0 118 - 28 281 0 9 5 0 0 121

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

演習
基幹演習A

専
門
教
育
科
目

演習
基幹演習A

基幹演習B 基幹演習B

小計（47科目） 小計（47科目）

展
開
科
目

メ
デ

ィ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ズ

若者とメディア

展
開
科
目

メ
デ

ィ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ズ

若者とメディア

デジタルマーケティング論 デジタルマーケティング論

社会データ分析応用 社会データ分析応用

都市とメディア 都市とメディア

情報社会史 情報社会史

映像制作応用 映像制作応用

英語圏メディア事情 英語圏メディア事情

ニュースの論点 ニュースの論点

メディア産業論 メディア産業論

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

観光まちづくり論

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

観光まちづくり論

観光産業論 観光産業論

都市計画論 都市計画論

風景デザイン論 風景デザイン論

コミュニティデザイン論 コミュニティデザイン論

地域文化の社会学 地域文化の社会学

東海・名古屋研究 東海・名古屋研究

フィールドワーク技法 フィールドワーク技法

観光デザイン演習 観光デザイン演習

持
続
可
能
な
社
会

医療の社会学

持
続
可
能
な
社
会

医療の社会学

福祉社会学B 福祉社会学B

比較社会論A 比較社会論A

比較社会論B 比較社会論B

比較社会論C 比較社会論C

社会開発論 社会開発論

地球環境問題 地球環境問題

演習
プロジェクト演習A

演習
プロジェクト演習A

プロジェクト演習B プロジェクト演習B

小計（27科目） 小計（27科目）

関
連
科
目

日本史A

関
連
科
目

日本史A

日本史B 日本史B

外国史A 外国史A

外国史B 外国史B

人文地理学 人文地理学

自然地理学 自然地理学

地誌 地誌

美術史概論 美術史概論

文化遺産論 文化遺産論

法律学（国際法を含む。） 法律学（国際法を含む。）

政治と社会（国際政治を含む。） 政治と社会（国際政治を含む。）

経済と社会（国際経済を含む。） 経済と社会（国際経済を含む。）

宗教と社会 宗教と社会

社会と倫理 社会と倫理

小計（14科目） 小計（14科目）

卒
業
研
究

卒業研究A 卒
業
研
究

卒業研究A

卒業研究B 卒業研究B

小計（2科目） 小計（2科目）

合計（172科目） 合計（172科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

全学共通科目「人間論」2単位、教養教育科目「領域1～7」必修を含め19単位、専門教育科目「基
礎教育科目」必修を含め17単位、「基幹科目」必修を含め40単位、「展開科目」必修を含め20単
位、「卒業研究」8単位を必須とし、126単位以上修得すること。なお、教養教育科目については、
「領域1」及び「領域2」は「領域6」を含めたうちから4単位、「領域3」及び「領域4」から4単位、「領域
5」4単位、「領域6」は「領域1」及び「領域2」を含めたうちから4単位、「領域7」は必修を含め3単位を
修得する必要がある。（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

全学共通科目「人間論」2単位、教養教育科目「領域1～7」必修を含め19単位、専門教育科目「基
礎教育科目」必修を含め17単位、「基幹科目」必修を含め40単位、「展開科目」必修を含め20単
位、「卒業研究」8単位を必須とし、126単位以上修得すること。なお、教養教育科目については、
「領域1」及び「領域2」は「領域6」を含めたうちから4単位、「領域3」及び「領域4」から4単位、「領域
5」4単位、「領域6」は「領域1」及び「領域2」を含めたうちから4単位、「領域7」は必修を含め3単位を
修得する必要がある。（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
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【令和６年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

　　　　 　　　　

・担当者の昇任(講師→准教授)により、「基礎演習」「社会学概論」「社会調査入門」「移民と教育」「現代教育論」「家族とジェンダー」「基幹演習Ａ」「プロ
ジェクト演習Ａ」「プロジェクト演習Ｂ」「卒業研究Ａ」「卒業研究Ｂ」の配置数を変更
・開設年度は専任であり完成年度に兼務となる教員の担当授業科目について、令和６年度時点の配置状況に整理した（兼任・兼担→教授）「英語リーディング・ライ
ティングA」「英語リーディング・ライティングB」
・担当教員の校務都合により、「生命の科学」の担当者数変更（兼担１→兼担・兼務２）
・教育効果を高めるために配置数変更「コンピュータと情報Ⅰ」（兼務兼担７→８）「コンピュータと情報Ⅱ」（兼務兼担２→３）
・担当教員の校務都合により、「ファーストイヤーゼミ」の担当者数変更(准教授１、兼担△１)
・教育課程に記載する科目に加え、学則別表に社会調査士資格取得のための卒業要件に含まない科目として「社会調査演習Ⅰ」「社会調査演習Ⅱ」を追加した。資格
取得を希望する学生には必要な履修指導を行っている。

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 必修計（Ａ） 選択 自由

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 172

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

15418 154 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

172 18
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

172

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

大学全体　

会議室の講義室化に伴う修正（6)

大学全体

大学全体

実績値に基づき変更(6)

届出学部全体

（35〔32〕）

実験実習室

　

(５)

（2,598〔879〕）

種

465,700〔98,600〕　

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（460,689〔97,584〕）

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

講　義　室

104室
103室

0㎡そ　の　他

合　　　計

8,177.24㎡

新設学部等
の名称

44,454.00㎡

0㎡

（455,215〔95,063〕） （2,544〔850〕）

75室

0㎡

38〔34〕 19,000

（20,548）

（18,364）

40〔34〕　 21,000

（32〔29〕）

2,560〔855〕

点 点点

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

458,100〔95,300〕　

118,039.00㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

2室

情報処理学習施設

29室

（補助職員　人）

0㎡

電子ジャーナル

44,454.00㎡ 0㎡ 0㎡

109,861.76㎡

0㎡ 8,177.24㎡

102室

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

３　施設・設備の整備状況，経費

学部全体

0㎡
75,404.34㎡
73,386.62㎡

（73,386.62㎡）

118,039.00㎡ 0㎡

計

75,404.34㎡
73,386.62㎡

0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

109,861.76㎡

（460,689〔97,584〕） （2,598〔879〕） （32〔29〕） （20,548）
（6,560）

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

0㎡ 0㎡ 65,407.76㎡65,407.76㎡

（73,386.62㎡）

(２) 校　　　　　舎

大学全体

新設学部等の名称 室　　　　　　数

情報社会学部 室

冊

2,640〔895〕　

30

視聴覚資料

（273）
（455,215〔95,063〕） （2,544〔850〕） （35〔32〕） （18,364）

一部附属施設の用途変更（講
義室化）等に伴い校舎面積を
修正（6)

図
書
・
設
備

申請時以降の取得処分に
よる変更（6)

情報社会学部

6,560
6,481

287
262

（6,560） （273）

計

465,700〔98,600〕　 2,640〔895〕　 40〔34〕　 21,000 6,560
6,481

287
262458,100〔95,300〕　 2,560〔855〕 38〔34〕 19,000

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

4,071.40㎡
609席
604席

403,489冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

申請時以降の座席増設
（6)

5,052.14㎡
テニスコート6面、ゴルフ練習場20打席

テニスコート・フットサル共用コート1面

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度
図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コスト含
む）を含む。

(８) 教員１人当り研究費等 579千円 579千円 図書購入費 6,771千円 6,771千円 6,771千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 2,142千円 2,142千円 設備購入費
44,716千円
31,751千円

146,573千円
31,751千円

30,462千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,292千円 1,092千円 1,092千円 1,092千円 千円 千円

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

学生納付金以外の維持方法の概要 入学検定料収入、特別寄付金収入、国庫補助金収入、資産運用収入、雑収入等

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

6
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

生活科学部 257 1038 - -

　管理栄養学科 4 120 0 480 学士
（生活科学）

- 平成19

　生活環境デザイン学科 4 137
2年次2
3年次2

558 学士
（生活科学）

- 平成15

国際コミュニケーショ
ン学部

0 670 -

　国際言語コミュニ
ケーション学科

4 0 3年次10 365
学士

（国際コミュ
ニケーション

学）

- 平成15 令和6年度1年次学生募集停止

　表現文化学科 4 0 3年次10 305
学士

（国際コミュ
ニケーション

学）

- 平成15 令和6年度1年次学生募集停止

外国語学部 200 200

　英語英米学科 4 115 115
学士

（英語英米
学）

- 令和6

　国際教養学科 4 85 85
学士

（国際教養
学）

- 令和6

人間関係学部 200 846

　人間関係学科 4 0 3年次2 304
学士

（人間関係
学）

- 昭和62 令和6年度1年次学生募集停止

　心理学科 4 110
2年次2
3年次3

452 学士
（心理学）

- 平成14

　人間共生学科 4 90 90
学士

（人間共生
学）

- 令和6

文化情報学部 0 668

　文化情報学科 4 0 3年次2 364
学士

（文化情報
学）

- 平成12 令和6年度1年次学生募集停止

　メディア情報学科 4 0 3年次2 304
学士

（メディア情
報学）

- 平成23 令和6年度1年次学生募集停止

情報社会学部 220 220

　情報デザイン学科 4 100 100 学士
（情報学）

- 令和6

　現代社会学科 4 120 120 学士
（社会学）

- 令和6

現代マネジメント学部 190 730

　現代マネジメント学科 4 190 730
学士

（マネジメン
ト）

- 平成15 令和6年度入学定員変更（180名→190名）

教育学部 170 692

　子ども発達学科 4 170
2年次2
3年次3

692 学士
（教育学）

- 平成19

看護学部 110 410

　看護学科 4 110 410 学士
（看護学）

- 平成22 令和6年度入学定員変更（100名→110名）

大学全体 4 1,347
2年次6
3年次34

5,474 - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

　椙　山　女　学　園　大　学

同上

備　　考

-

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

同上

所在地

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

同上

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

-

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

0.92

1.12

-

-

0.99

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

1.07

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

-

倍

0.66

0.80

0.74

1.05

1.09

0.42

0.53

0.49

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.79 -

0.89 -

0.76 -

0.70 - 愛知県日進市竹の山三丁目2005番地

0.92 - 同上

0.44 - 同上

0.83 - 愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

0.97 - 同上

0.60 -

愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号

0.47 - 同上

1.07 - 愛知県名古屋市千種区星が丘元町17番3号
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】 【令和７年度】 【令和８年度】 【令和９年度】

専 特任
教授

米田　公則
（70）

＜令和9年4月＞
文学修士※

専 特任
教授

米田　公則
（67）

＜令和9年4月＞
文学修士※

人間論※
ファーストイヤーゼミ
メディア社会論入門
情報社会論A
情報社会論B
基幹演習A
基幹演習B
都市とメディア
情報社会史
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

人間論※
ファーストイヤーゼミ
メディア社会論入門
情報社会論A
情報社会論B
基幹演習A
基幹演習B
都市とメディア
情報社会史
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

人間論※
ファーストイヤーゼミ
メディア社会論入門
情報社会論A
情報社会論B
基幹演習A
基幹演習B
都市とメディア
情報社会史
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 特任
教授

季　増民
（70）

＜令和8年4月＞
理学博士

専 特任
教授

季　増民
（68）

＜令和8年4月＞
理学博士

地理
ファーストイヤーゼミ
地域文化資源論
都市空間論
地域デザインの手法
基幹演習A
基幹演習B
地球環境問題
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

地理
ファーストイヤーゼミ
地域文化資源論
都市空間論
地域デザインの手法
基幹演習A
基幹演習B
地球環境問題
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授 専 教授

専 教授

米田　公則
（67）

＜令和6年4月＞
文学修士※

専 教授

米田　公則
（67）

＜令和6年4月＞
文学修士※

人間論※
ファーストイヤーゼミ
メディア社会論入門
情報社会論A
情報社会論B
基幹演習A
基幹演習B
都市とメディア
情報社会史
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
福祉社会学A
生と死の社会学
基幹演習B
医療の社会学
福祉社会学B
比較社会論A
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
福祉社会学A
生と死の社会学
基幹演習B
医療の社会学
福祉社会学B
比較社会論A
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

株本　千鶴
（55）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学）

専 教授

株本　千鶴
（55）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学）

地理
ファーストイヤーゼミ
地域文化資源論
都市空間論
地域デザインの手法
基幹演習A
基幹演習B
地球環境問題
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

地理
ファーストイヤーゼミ
地域文化資源論
都市空間論
地域デザインの手法
基幹演習A
基幹演習B
地球環境問題
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

季　増民
（68）

＜令和6年4月＞
理学博士

季　増民
（68）

＜令和6年4月＞
理学博士

地理
情報社会学概論※
ファーストイヤーゼミ
都市とジェンダー
観光と地域
基幹演習A
基幹演習B
東海・名古屋研究
フィールドワーク技法
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

地理
情報社会学概論※
ファーストイヤーゼミ
都市とジェンダー
観光と地域
基幹演習A
基幹演習B
東海・名古屋研究
フィールドワーク技法
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

影山　穂波
（55）

＜令和6年4月＞
博士（社会科学）

専 教授

影山　穂波
（55）

＜令和6年4月＞
博士（社会科学）

情報社会学概論※
基礎演習
まちづくり学
エリアマネジメント論
都市の歴史
基幹演習A
都市計画論
風景デザイン論
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

情報社会学概論※
基礎演習
まちづくり学
エリアマネジメント論
都市の歴史
基幹演習A
都市計画論
風景デザイン論
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

教授

今村　洋一
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

今村　洋一
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

専

５　教員組織の状況

＜情報社会学部　現代社会学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

基礎演習
社会調査の技法
観光学入門
観光とホスピタリティ
基幹演習A
観光まちづくり論
観光産業論
観光デザイン演習※
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

基礎演習
社会調査の技法
観光学入門
観光とホスピタリティ
基幹演習A
観光まちづくり論
観光産業論
観光デザイン演習※
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B
ファーストイヤーゼミ

専 准教授

阿部　純一郎
（44）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

専 准教授

阿部　純一郎
（44）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
ジャーナリズム入門
マスメディア論A
マスメディア論B
放送社会論
基幹演習A
基幹演習B
ニュースの論点
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
ジャーナリズム入門
マスメディア論A
マスメディア論B
放送社会論
基幹演習A
基幹演習B
ニュースの論点
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

脇田　泰子
（63）

＜令和6年4月＞
教養学士

専 教授

脇田　泰子
（63）

＜令和6年4月＞
教養学士

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞB
スキルアップ英語A
英語総合演習（PBL）
基幹演習A
英語圏メディア事情
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞB
スキルアップ英語A
英語総合演習（PBL）
基幹演習A
英語圏メディア事情
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

兼任 客員
教授

William Michael Petruschak
（70）

＜令和9年4月＞
B.A.,Linguistics（米国）

兼任 客員
教授

William Michael Petruschak
（67）

＜令和9年4月＞
B.A.,Linguistics（米国）

外国語（ハングルⅡ）
情報社会学概論※
ファーストイヤーゼミ
言語政策論
社会思想史
歴史と記憶
基幹演習A
基幹演習B
比較社会論B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞB
スキルアップ英語A
英語総合演習（PBL）
基幹演習A
英語圏メディア事情
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾞB
スキルアップ英語A
英語総合演習（PBL）
基幹演習A
英語圏メディア事情
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

William Michael Petruschak
（67）

＜令和6年4月＞
B.A.,Linguistics（米国）

専 教授

William Michael Petruschak
（67）

＜令和6年4月＞
B.A.,Linguistics（米国）

専 教授

栃窪　優二
（69）

＜令和6年4月＞
修士（情報科学）

専 教授

栃窪　優二
（69）

＜令和6年4月＞
修士（情報科学）

生活と防災※
ファーストイヤーゼミ
ジャーナリズム論A
ジャーナリズム論B
映像制作基礎
基幹演習A
基幹演習B
映像制作応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

樋口　謙一郎
（51）

＜令和6年4月＞
修士（政治学）※

専 教授

樋口　謙一郎
（51）

＜令和6年4月＞
修士（政治学）※

外国語（ハングルⅡ）
情報社会学概論※
ファーストイヤーゼミ
言語政策論
社会思想史
歴史と記憶
基幹演習A
基幹演習B
比較社会論B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

人間論※
ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
地域社会論
市民活動論
地元学
基幹演習B
コミュニティデザイン論
地域文化の社会学
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

人間論※
ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
地域社会論
市民活動論
地元学
基幹演習B
コミュニティデザイン論
地域文化の社会学
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 教授

谷口　功
（51）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

専 教授

谷口　功
（52）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

専 特任
教授

栃窪　優二
（70）

＜令和7年4月＞
修士（情報科学）

専 特任
教授

栃窪　優二
（69）

＜令和7年4月＞
修士（情報科学）

生活と防災※
ファーストイヤーゼミ
ジャーナリズム論A
ジャーナリズム論B
映像制作基礎
基幹演習A
基幹演習B
映像制作応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

生活と防災※
ファーストイヤーゼミ
ジャーナリズム論A
ジャーナリズム論B
映像制作基礎
基幹演習A
基幹演習B
映像制作応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

生活と防災※
ファーストイヤーゼミ
ジャーナリズム論A
ジャーナリズム論B
映像制作基礎
基幹演習A
基幹演習B
映像制作応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ

兼担 教授

栗本　英和
（68）

＜令和6年4月＞
工学博士

健康科学 健康科学

兼担 教授

國井　修一
（69）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 教授

國井　修一
（69）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

人間論※
メディア・リテラシー
情報検索技法

人間論※
メディア・リテラシー
情報検索技法

兼担 教授

亀井　美穂子
（53）

＜令和6年4月＞
博士（情報学） 兼担 教授

亀井　美穂子
（53）

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

コンピュータと情報Ⅰ
インターネット入門
情報セキュリティと倫理

コンピュータと情報Ⅰ
インターネット入門
情報セキュリティと倫理

兼担 教授

小田切　和也
（49）

＜令和6年4月＞
博士（経営情報学） 兼担 教授

小田切　和也
（49）

＜令和6年4月＞
博士（経営情報学）

スポーツ実習A
スポーツ実習B

スポーツ実習A
スポーツ実習B

兼担 教授

小澤　英二
（61）

＜令和6年4月＞
教育学修士 兼担 教授

小澤　英二
（61）

＜令和6年4月＞
教育学修士

スポーツ実習A
スポーツ実習B

スポーツ実習A
スポーツ実習B

兼担 教授

大勝　志津穂
（48）

＜令和6年4月＞
体育学博士 兼担 教授

大勝　志津穂
（48）

＜令和6年4月＞
体育学博士

人類学
生命の科学

兼担 教授

五百部　裕
（63）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

歴史 歴史

兼担 教授

伊藤　信博
（68）

＜令和6年4月＞
文学博士 兼担 教授

伊藤　信博
（68）

＜令和6年4月＞
文学博士

人間論※ 人間論※

兼担 教授

石橋　尚子
（64）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）※ 兼担 教授

石橋　尚子
（64）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）※

基礎演習
社会学概論
社会調査入門
移民と教育
現代教育論
家族とジェンダー
基幹演習A
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

基礎演習
社会学概論
社会調査入門
移民と教育
現代教育論
家族とジェンダー
基幹演習A
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 講師

金南　咲季
（33）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

専 准教授

金南　咲季
（33）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

ファーストイヤーゼミ
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞC
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞD
資格試験対策英語
スキルアップ英語B
基幹演習B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

ファーストイヤーゼミ
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞC
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞD
資格試験対策英語
スキルアップ英語B
基幹演習B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 准教授

前澤　大樹
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

専 准教授

前澤　大樹
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
国際化とキャリア
国際社会論
多文化共生論
基幹演習A
基幹演習B
比較社会論C
社会開発論
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
国際化とキャリア
国際社会論
多文化共生論
基幹演習A
基幹演習B
比較社会論C
社会開発論
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 准教授

小林　かおり
（53）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

専 准教授

小林　かおり
（53）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

AI・データと社会※
ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
社会データ分析基礎
ソーシャルメディア論A
ソーシャルメディア論B
基幹演習B
若者とメディア
社会データ分析応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

AI・データと社会※
ファーストイヤーゼミ
情報社会学概論※
基礎演習
社会データ分析基礎
ソーシャルメディア論A
ソーシャルメディア論B
基幹演習B
若者とメディア
社会データ分析応用
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

専 准教授

木田　勇輔
（39）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

専 准教授

木田　勇輔
（39）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）
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担当授業科目名

職名
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（年　齢）
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兼任　
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（年　齢）
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専任・
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兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・
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（年　齢）
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兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

人間論※
心理

人間論※
心理

兼担 教授

堀田　あけみ
（59）

＜令和6年4月＞
教育学修士※ 兼担 教授

堀田　あけみ
（59）

＜令和6年4月＞
教育学修士※

人間論※ 人間論※

兼担 教授

古田　真司
（65）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 教授

古田　真司
（65）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

教育 教育

兼担 教授

藤原　直子
（54）

＜令和6年4月＞
教育学修士※ 兼担 教授

藤原　直子
（54）

＜令和6年4月＞
教育学修士※

芸術 芸術

兼担 教授

藤岡　阿由未
（54）

＜令和6年4月＞
文学修士※ 兼担 教授

藤岡　阿由未
（54）

＜令和6年4月＞
文学修士※

健康とスポーツの理論※
健康とスポーツの理論※
生命の科学

兼担 教授

福田　誠司
（61）

＜令和6年4月＞
医学博士、MD, PhD 兼担 教授

福田　誠司
（61）

＜令和6年4月＞
医学博士、MD, PhD

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 教授

早川　幸博
（61）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 教授

早川　幸博
（61）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

心理
キャリアと適応

心理
キャリアと適応

兼担 教授

羽成　隆司
（59）

＜令和6年4月＞
博士（心理学） 兼担 教授

羽成　隆司
（59）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

文学 文学

兼担 教授

長澤　唯史
（60）

＜令和6年4月＞
文学修士 兼担 教授

長澤　唯史
（60）

＜令和6年4月＞
文学修士

コンピュータと情報Ⅰ
AI・データと社会※
情報社会学概論※

コンピュータと情報Ⅰ
AI・データと社会※
情報社会学概論※

兼担 教授

鳥居　隆司
（63）

＜令和6年4月＞
工学博士 兼担 教授

鳥居　隆司
（63）

＜令和6年4月＞
工学博士

文学

兼担 教授

戸田　由紀子
（51）

＜令和6年4月＞
博士（英文学）

人間論※ 人間論※

兼担 教授

鄭　麗芸
（65）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼担 教授

鄭　麗芸
（65）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

人間論※ 人間論※

兼担 教授

滝本　成人
（65）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼担 教授

滝本　成人
（65）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

人間論※ 人間論※

兼担 教授

佐々木　圭吾
（60）

＜令和6年4月＞
博士（経営学） 兼担 教授

佐々木　圭吾
（60）

＜令和6年4月＞
博士（経営学）

人間論※

兼担 教授

小松　美砂
（56）

＜令和6年4月＞
博士（看護学）

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 教授

小林　純子
（62）

＜令和6年4月＞
修士（福祉マネジメント）※ 兼担 教授

小林　純子
（62）

＜令和6年4月＞
修士（福祉マネジメント）※

ファーストイヤーゼミ
女性とライフコース
リスクマネジメント
基幹演習A
基幹演習B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

女性とライフコース
リスクマネジメント
基幹演習A
基幹演習B
プロジェクト演習A
プロジェクト演習B
卒業研究A
卒業研究B

兼担 教授

黒田　由彦
（66）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

兼担 教授

黒田　由彦
（66）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

人間論※

兼担 教授

石原　由華
(58）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

文学

兼担 教授

飯塚　恵理人
（62）

＜令和6年4月＞
博士（文学）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
AI・データと社会※
情報社会学概論※

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
AI・データと社会※
情報社会学概論※

兼担 准教授

早瀬　光浩
（42）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

兼担 准教授

早瀬　光浩
（42）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

経済
統計の世界

経済
統計の世界

兼担 准教授

野崎　祐子
（65）

＜令和6年4月＞
博士（経済学） 兼担 教授

野崎　祐子
（65）

＜令和6年4月＞
博士（経済学）

人間論※ 人間論※

兼担 准教授

西村　和泉
（49）

＜令和6年4月＞
博士号（文学）(パリ第８大学) 兼担 准教授

西村　和泉
（49）

＜令和6年4月＞
博士号（文学）(パリ第８大学)

人間論※ 人間論※

兼担 准教授

西田　敏宏
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼担 准教授

西田　敏宏
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

健康とスポーツの理論※
生活と防災※

健康とスポーツの理論※
生活と防災※

兼担 准教授

中嶋　文子
（61）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学） 兼担 准教授

中嶋　文子
（61）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 准教授

寺西　美佐絵
（64）

＜令和6年4月＞
修士（看護学） 兼担 准教授

寺西　美佐絵
（64）

＜令和6年4月＞
修士（看護学）

言語 言語

兼担 准教授

芝垣　亮介
（44）

＜令和6年4月＞
PhD in  Linguistics

(博士 言語学)
兼担 教授

芝垣　亮介
（44）

＜令和6年4月＞
PhD in  Linguistics

(博士 言語学)

人間論※ 人間論※

兼担 准教授

熊澤　千恵
（63）

＜令和6年4月＞
修士（学術） 兼担 准教授

熊澤　千恵
（63）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 准教授

門屋　亨介
（52）

＜令和6年4月＞
博士（バイオサイエンス） 兼担 准教授

門屋　亨介
（52）

＜令和6年4月＞
博士（バイオサイエンス）

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 准教授

及川　佐枝子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 准教授

及川　佐枝子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 准教授

生田　美智子
（54）

＜令和6年4月＞
修士（看護学） 兼担 准教授

生田　美智子
（54）

＜令和6年4月＞
修士（看護学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 准教授

阿部　順子
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼担 准教授

阿部　順子
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 教授

李　敏子
（65）

＜令和6年4月＞
博士（教育学） 兼担 教授

李　敏子
（65）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

社会
ビジネススキル入門※
キャリア形成実習Ⅰ
キャリア形成実習Ⅱ

社会
ビジネススキル入門※
キャリア形成実習Ⅰ
キャリア形成実習Ⅱ

兼担 教授

吉田　あけみ
（67）

＜令和6年4月＞
社会学修士※

兼担 教授

吉田　あけみ
（67）

＜令和6年4月＞
社会学修士※

情報社会学概論※ 情報社会学概論※

兼担 教授

山本　昭和
（65）

＜令和6年4月＞
教育学修士 兼担 教授

山本　昭和
（65）

＜令和6年4月＞
教育学修士

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 教授

山根　一郎
（67）

＜令和6年4月＞
教育学修士 兼担 教授

山根　一郎
（67）

＜令和6年4月＞
教育学修士

人間論※ 人間論※

兼担 教授

山田　真紀
（53）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）※ 兼担 教授

山田　真紀
（53）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）※

人間論※ 人間論※

兼担 教授

本山　昇
（61）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 教授

本山　昇
（61）

＜令和6年4月＞
博士（医学）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

社会と倫理 社会と倫理

兼任 講師

今福　亮
（30）

＜令和6年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

今福　亮
（30）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

ビジネススキル入門※ ビジネススキル入門※

兼任 講師

稲葉　直子
（50）

＜令和7年4月＞
学士（生活科学） 兼任 講師

稲葉　直子
（49）

＜令和7年4月＞
学士（生活科学）

コンピュータと情報Ⅰ
情報検索技法

コンピュータと情報Ⅰ
情報検索技法

兼任 講師

伊藤　宏隆
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

伊藤　宏隆
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

社会 社会

兼任 講師

石橋　康正
（39）

＜令和6年4月＞
修士（社会学） 兼任 講師

石橋　康正
（39）

＜令和6年4月＞
修士（社会学）

言語
日本語ライティング基礎

言語
日本語ライティング基礎

兼担 助教

冨田　和子
（64）

＜令和6年4月＞
博士（人間文化） 兼担 助教

冨田　和子
（64）

＜令和6年4月＞
博士（人間文化）

情報社会学概論※ 情報社会学概論※

兼担 講師

楊　寧
（38）

＜令和6年4月＞
博士（芸術工学） 兼担 講師

楊　寧
（38）

＜令和6年4月＞
博士（芸術工学）

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 講師

山田　紀子
（51）

＜令和6年4月＞
博士（医学） 兼担 講師

山田　紀子
（51）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

AI・データと社会※
デジタルメディア基礎

AI・データと社会※
デジタルメディア基礎

兼担 講師

福安　真奈
（37）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学） 兼担 講師

福安　真奈
（37）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼担 講師

清水　秀丸
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼担 講師

清水　秀丸
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

AI・データと社会※ AI・データと社会※

兼担 講師

塩澤　友樹
（38）

＜令和6年4月＞
修士（教育学） 兼担 講師

塩澤　友樹
（38）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

ジェンダー論入門 ジェンダー論入門

兼担 講師

大木　直子
（46）

＜令和6年4月＞
博士（社会科学） 兼担 准教授

大木　直子
（46）

＜令和6年4月＞
博士（社会科学）

人間論※
数理の世界

人間論※
数理の世界

兼担 准教授

吉本　明宣
（64）

＜令和6年4月＞
理学修士 兼担 准教授

吉本　明宣
（64）

＜令和6年4月＞
理学修士

AI・データと社会※
プロジェクトマネジメント

AI・データと社会※
プロジェクトマネジメント

兼担 准教授

矢島　彩子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼担 准教授

矢島　彩子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

AI・データと社会※
情報社会学概論※
情報処理概論

AI・データと社会※
情報社会学概論※
情報処理概論

兼担 教授

向　直人
（45）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

兼担 教授

向　直人
（45）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

情報社会学概論※ 情報社会学概論※

兼担 准教授

宮下　十有
（49）

＜令和6年4月＞
修士（学術）※ 兼担 准教授

宮下　十有
（49）

＜令和6年4月＞
修士（学術）※

情報社会学概論※
美術史概論

情報社会学概論※
美術史概論

兼担 准教授

見田　隆鑑
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼担 准教授

見田　隆鑑
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

哲学
思考のスキル入門

哲学
思考のスキル入門

兼担 准教授

三浦　隆宏
（48）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼担 准教授

三浦　隆宏
（48）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
AI・データと社会※
デジタルメディア基礎

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
AI・データと社会※
デジタルメディア基礎

兼担 教授

松山　智恵子
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

松山　智恵子
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

健康とスポーツの理論※ 健康とスポーツの理論※

兼担 准教授

肥田　佳美
（64）

＜令和6年4月＞
博士（看護学） 兼担 准教授

肥田　佳美
（64）

＜令和6年4月＞
博士（看護学）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）
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専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

外国語（ポルトガル語Ⅰ）
外国語（ポルトガル語Ⅱ）

外国語（ポルトガル語Ⅰ）
外国語（ポルトガル語Ⅱ）

兼任 講師

重松　由美
（55）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

重松　由美
（55）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

文化遺産論 文化遺産論

兼任 講師

佐藤　純子
（55）

＜令和6年4月＞
人間関係学修士 兼任 講師

佐藤　純子
（55）

＜令和6年4月＞
人間関係学修士

生命の科学

兼任 講師

郷　もえ
（46）

＜令和6年4月＞
理学博士

外国語（英語A）
外国語（英語B）
英語リーディング・ライティン
グC
ホームステイ・イングリッシュ

外国語（英語A）
外国語（英語B）
英語リーディング・ライティン
グC
ホームステイ・イングリッシュ

兼任 講師

Colm  Hall
（43）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Arts in Sociology
and English（アイルランド）

兼任 講師

Colm  Hall
（43）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Arts in Sociology
and English（アイルランド）

政治と社会（国際政治を含
む。）

政治と社会（国際政治を含
む。）

兼任 講師

小林　正嗣
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼任 講師

小林　正嗣
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

法律学（国際法を含む。） 法律学（国際法を含む。）

兼任 講師

小林　智
（46）

＜令和6年4月＞
修士（法学） 兼任 講師

小林　智
（46）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

歴史 歴史

兼任 講師

小久保　嘉紀
（45）

＜令和6年4月＞
博士（歴史学） 兼任 講師

小久保　嘉紀
（45）

＜令和6年4月＞
博士（歴史学）

広告メディア論
デジタルマーケティング論

広告メディア論
デジタルマーケティング論

兼任 講師

栗林　芳彦
（66）

＜令和6年4月＞
文学士 兼任 講師

栗林　芳彦
（66）

＜令和6年4月＞
文学士

メディア産業論 メディア産業論

兼任 講師

蔵本　紗知
（30）

＜令和6年4月＞
修士（経済学） 兼任 講師

蔵本　紗知
（30）

＜令和6年4月＞
修士（経済学）

外国語（ハングル語Ⅱ） 外国語（ハングル語Ⅱ）

兼任 講師

金　由那
（55）

＜令和6年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

金　由那
（55）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞC
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞD

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞC
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞD

兼任 講師

木下　恭子
（59）

＜令和7年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

木下　恭子
（58）

＜令和7年4月＞
博士（文学）

外国語（英語C）
外国語（英語D）
英語リーディング・ライティン
グD
ホームステイ・イングリッシュ
日本事情英語
Travel English
English for Your Working Life

外国語（英語C）
外国語（英語D）
英語リーディング・ライティン
グD
ホームステイ・イングリッシュ
日本事情英語
Travel English
English for Your Working Life

兼任 講師

キース　ヴァーゴ
（53）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Arts in
Psychology (米国)

兼任 講師

キース　ヴァーゴ
（53）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Arts in
Psychology (米国)

環境の科学 環境の科学

兼任 講師

川瀬　基弘
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

川瀬　基弘
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞB

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞA
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ-ﾗｲﾃｨﾝｸﾞB

兼任 講師

加藤  佳子
（56）

＜令和6年4月＞
英語教育修士 兼任 講師

加藤  佳子
（56）

＜令和6年4月＞
英語教育修士

生活と防災※ 生活と防災※

兼任 講師

岡田　公夫
（69）

＜令和6年4月＞
高等専門学校卒 兼任 講師

岡田　公夫
（69）

＜令和6年4月＞
高等専門学校卒

法 法

兼任 講師

榎本　雅記
（54）

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼任 講師

榎本　雅記
（54）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼任 講師

浦野　愛
（47）

＜令和6年4月＞
学士（社会福祉学） 兼任 講師

浦野　愛
（47）

＜令和6年4月＞
学士（社会福祉学）

コンピュータと情報Ⅰ
情報数理

コンピュータと情報Ⅰ
情報数理

兼任 講師

岩田　員典
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

岩田　員典
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

地球の科学 地球の科学

兼任 講師

永峰　康一郎
（60）

＜令和6年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

永峰　康一郎
（60）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

化学の世界 化学の世界

兼任 講師

長澤　麻央
（36）

＜令和6年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

長澤　麻央
（36）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

観光デザイン演習※ 観光デザイン演習※

兼任 講師

中尾　肇
（65）

＜令和8年4月＞
学士（英語学） 兼任 講師

中尾　肇
（63）

＜令和8年4月＞
学士（英語学）

世界遺産論 世界遺産論

兼任 講師

豊﨑　美紀
（63）

＜令和6年4月＞
学士（文学） 兼任 講師

豊﨑　美紀
（63）

＜令和6年4月＞
学士（文学）

芸術
メディア・リテラシー

芸術
メディア・リテラシー

兼任 講師

（54）
＜令和6年4月＞

芸術修士号 兼任 講師

（54）
＜令和6年4月＞

芸術修士号

生活と防災※ 生活と防災※

兼任 講師

坪木　和久
（61）

＜令和6年4月＞
理学博士 兼任 講師

坪木　和久
（61）

＜令和6年4月＞
理学博士

物理の世界 物理の世界

兼任 講師

椿　涼太
（47）

＜令和6年4月＞
修士（工学） 兼任 講師

椿　涼太
（47）

＜令和6年4月＞
修士（工学）

プレゼンテーション技法
日本語ライティング応用

プレゼンテーション技法
日本語ライティング応用

兼任 講師

柘植　吉則
（60）

＜令和6年4月＞
学士（経営学） 兼任 講師

柘植　吉則
（60）

＜令和6年4月＞
学士（経営学）

教育 教育

兼任 講師

塚原　利理
（66）

＜令和6年4月＞
修士（教育） 兼任 講師

塚原　利理
（66）

＜令和6年4月＞
修士（教育）

日本国憲法

兼任 講師

玉木　満
（53）

＜令和6年4月＞
法学修士

法 法

兼任 講師

滝谷　英幸
（43）

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼任 講師

滝谷　英幸
（43）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

ワークキャリアデザイン ワークキャリアデザイン

兼任 講師

瀧﨑　優佳
（57）

＜令和6年4月＞
準学士 兼任 講師

瀧﨑　優佳
（57）

＜令和6年4月＞
準学士

メディア文化論 メディア文化論

兼任 講師

高畑　早希
（31）

＜令和7年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

高畑　早希
（30）

＜令和7年4月＞
修士（文学）

自然地理学 自然地理学

兼任 講師

鈴木　康弘
（64）

＜令和6年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

鈴木　康弘
（64）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

出版メディア論 出版メディア論

兼任 講師

鈴木　創
（51）

＜令和7年4月＞
学士（外国学） 兼任 講師

鈴木　創
（50）

＜令和7年4月＞
学士（外国学）

日本国憲法

兼任 講師

鈴木　晃
（69）

＜令和6年4月＞
法学修士

コミュニケーション・トレーニ
ング

コミュニケーション・トレーニ
ング

兼任 講師

杉山　郁子
（66）

＜令和8年4月＞
教育ファシリテーション修士 兼任 講師

杉山　郁子
（64）

＜令和8年4月＞
教育ファシリテーション修士

物理の世界
地球の科学

物理の世界
地球の科学

兼任 講師

杉谷　健一郎
（61）

＜令和6年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

杉谷　健一郎
（61）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

外国語（フランス語Ⅰ）
外国語（フランス語Ⅱ）

外国語（フランス語Ⅰ）
外国語（フランス語Ⅱ）

兼任 講師

CHOTIN　FABRICE ROBERT
（59）

＜令和6年4月＞
DEA(言語学、言語教育学) 兼任 講師

CHOTIN　FABRICE ROBERT
（59）

＜令和6年4月＞
DEA(言語学、言語教育学)

外国語（中国語Ⅰ）
外国語（中国語Ⅱ）

外国語（中国語Ⅰ）
外国語（中国語Ⅱ）

兼任 講師

徐　春陽
（58）

＜令和6年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

徐　春陽
（58）

＜令和6年4月＞
博士（学術）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

キャリアデザイン キャリアデザイン

兼任 講師

山崎　直美
（56）

＜令和7年4月＞
修士（教育） 兼任 講師

山崎　直美
（55）

＜令和7年4月＞
修士（教育）

ジェンダー論入門

兼任 講師

山口　佐和子
（61）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

思考のスキル入門 思考のスキル入門

兼任 講師

森永　駿
（33）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

森永　駿
（33）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

外国語（スペイン語Ⅰ）
外国語（スペイン語Ⅱ）

外国語（スペイン語Ⅰ）
外国語（スペイン語Ⅱ）

兼任 講師

宮下　克子
（65）

＜令和6年4月＞
文学修士 兼任 講師

宮下　克子
（65）

＜令和6年4月＞
文学修士

統計の世界 統計の世界

兼任 講師

増田　淳矢
（44）

＜令和6年4月＞
博士（経済学） 兼任 講師

増田　淳矢
（44）

＜令和6年4月＞
博士（経済学）

コンピュータと情報Ⅰ コンピュータと情報Ⅰ

兼任 講師

舟橋　健司
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

舟橋　健司
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼任 講師

福和　伸夫
（67）

＜令和6年4月＞
工学博士 兼任 講師

福和　伸夫
（67）

＜令和6年4月＞
工学博士

人文地理学
地誌

人文地理学
地誌

兼任 講師

福本　拓
（46）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

福本　拓
（46）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

生活と防災※ 生活と防災※

兼任 講師

平山　修久
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

平山　修久
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

外国語（ハングルⅠ） 外国語（ハングルⅠ）

兼任 講師

韓　銀暎
（44）

＜令和6年4月＞
修士（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 兼任 講師

韓　銀暎
（44）

＜令和6年4月＞
修士（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

経済と社会（国際経済を含
む。）

経済と社会（国際経済を含
む。）

兼任 講師

濱本　幸宏
（67）

＜令和6年4月＞
商学修士　法学修士 兼任 講師

濱本　幸宏
（67）

＜令和6年4月＞
商学修士　法学修士

宗教と社会 宗教と社会

兼任 講師

濱千代　早由美
（54）

＜令和6年4月＞
社会学修士 兼任 講師

濱千代　早由美
（54）

＜令和6年4月＞
社会学修士

ビジネススキル入門※ ビジネススキル入門※

兼任 講師

長谷部　浩一
（63）

＜令和7年4月＞
教育学士 兼任 講師

長谷部　浩一
（62）

＜令和7年4月＞
教育学士

人類学 人類学

兼任 講師

二文字屋　脩
（38）

＜令和6年4月＞
博士（社会人類学） 兼任 講師

二文字屋　脩
（38）

＜令和6年4月＞
博士（社会人類学）

人類学

兼任 講師

橋戸　南美
（38）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

外国語（中国語Ⅰ）
外国語（中国語Ⅱ）

外国語（中国語Ⅰ）
外国語（中国語Ⅱ）

兼任 講師

夏目　晶子
（55）

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼任 講師

夏目　晶子
（55）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

外国史A
外国史B

外国史A
外国史B

兼任 講師

仲山　茂
（53）

＜令和6年4月＞
博士（歴史学） 兼任 講師

仲山　茂
（53）

＜令和6年4月＞
博士（歴史学）

情報と法 情報と法

兼任 講師

中村　泰之
（59）

＜令和7年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

中村　泰之
（58）

＜令和7年4月＞
博士（工学）

外国語（ドイツ語Ⅰ）
外国語（ドイツ語Ⅱ）

外国語（ドイツ語Ⅰ）
外国語（ドイツ語Ⅱ）

兼任 講師

中村　真奈美
（67）

＜令和6年4月＞
文学修士 兼任 講師

中村　真奈美
（67）

＜令和6年4月＞
文学修士

ジェンダー論入門

兼任 講師

天野　諭
（45）

＜令和6年4月＞
修士（人間文化）
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

・ 専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

・ 不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。
・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

外国語（ドイツ語Ⅰ）
外国語（ドイツ語Ⅱ）

外国語（ドイツ語Ⅰ）
外国語（ドイツ語Ⅱ）

兼任 講師

山村　比鶴
（39）

＜令和6年4月＞
文学修士 兼任 講師

山村　比鶴
（39）

＜令和6年4月＞
文学修士
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和６年度】
・金南（中野）咲季講師職位変更（講師→准教授）
・担当者変更により、「ファーストイヤーゼミ」黒田由彦（兼担）から阿部純一郎（専）へ変更
・担当者変更により、「人間論」小松美沙（兼担）から石原由華（兼担）へ変更
・担当者変更により、「人類学」五百部裕（兼担）から橋戸南美（兼任）へ変更
・担当者変更により、「生命の科学」五百部裕（兼担）から福田誠司（兼担）、郷もえ（兼任）
・担当者変更により、「文学」戸田由紀子（兼担）から飯塚恵理人（兼担）へ変更
・教育効果を高めるため、「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」に担当者として栗本英和（兼担）を追加
・担当者変更により、「日本国憲法」玉木満（兼務）から鈴木晃（兼務）へ変更
・担当者変更により、「ジェンダー論入門」山口佐和子（兼務）から天野諭（兼務）へ変更
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（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

70 0 4

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
15

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14
14

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

9 4

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

1 0 14
10 5

［　0  ］ ［　1　］ ［△1］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（5）

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

9 5 0 0 14

［ 0 ］ ［ 0 ］

9 5 0 0 14

(10) （0）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［ 0 ］

0

［　0　］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （15）

0 15

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。
　　　・　令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

合計（Ｆ）

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 必修・選択・自由の別

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

該当なし

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

該当なし

担当予定科目

１

職　位 専任教員氏名

①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 人

必修 0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 人

必修 0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 人

必修 0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
0

= 0 ％
14

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

0 人
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

１ 該当なし

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 人

必修 0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

該当なし

計 0 科目 計 0 計 0 計 0
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区　　　分
今後の
実施計画

認　可　時

（令和5年10月）

認　可　時

（令和5年10月）

　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

教育にふさわしい環境確
保の観点から、アドミッ
ションポリシーを踏まえ
た適切な入学者選抜の実
施に留意しつつ、設置計
画における収容定員に見
合った学生の確保に努め
ること。また、入学者数
等の状況に応じた収容定
員の適切な規模について
不断の検討を行うととも
に、必要に応じて定員の
見直しを図ること。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

【認可】
遵守事項

履行中

完成年度前に、定年規
程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割
合が高いことから、定
年規程の趣旨を踏まえ
た適切な運用に努める
とともに、教員組織編
制の将来構想について
着実に実施すること。

【認可】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

現代社会学科では、アドミッションポ
リシーを踏まえた入学者選抜を実施し
た。設置認可後、積極的な入学広報活
動に努めたが、志願者確保が十分でな
く、学部開設初年度においては設置計
画時の入学者を確保することができな
かった。
初年度の入学者確保の課題の改善を図
り、次年度以降は入学志願者の確保と
定員の充足に努めるとともに、完成年
度までの入学者数等の推移を見極めつ
つ、適切な収容定員及び入学定員の設
定について継続して検討する（６）。

定年規程に定める年齢を超えて任用す
る専任教員については、基礎となる学
部の教育の継続性の観点から本学規程
に基づき特任教授又は客員教授として
完成年度まで任用するものであるが、
完成年度後の教員人事計画に関して
は、定年規程を適切に運用するととも
に、現代社会学科の教育・研究の水準
の維持するため、職位と年齢構成のバ
ランスを考慮し、充実した教員組織と
なるよう人事計画を進めていく
（６）。

従来の入学広報活動に加えて、高校
生、保護者及び高等学校教員と対面で
のやり取りを重視した相談会等を充実
させ、入試情報、教育内容や卒業後の
進路情報など丁寧な情報提供に努めて
いく。適切な収容定員及び入学定員の
設定については継続して検討する
（６）。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、

今後、開設時の教員組織の水準を維持
し、相応しい教育・研究能力を有する
教員組織とするため、既存の若手又は
中堅教員の教育研究業績を踏まえた学
内昇格、退職予定教員の担当分野及び
関連分野について教育・研究能力を有
する若手又は中堅教員の新規採用など
を含む具体的な中期的な人事構想計画
を検討し、着実に履行することによっ
て教員組織の質の維持・向上に努めて
いく（６）。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

②　実施状況（令和5年度）

　○専任教員の自己点検

　　a　実施内容：令和5年12月12日（火）～令和6年3月18日（月）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　＜令和5年度＞
　　第1回：令和5年4月25日（火）、出席委員8名
　　第2回：令和5年5月23日（火）、出席委員8名
　　第3回：令和5年6月27日（火）～7月3日（月）メール会議、出席委員8名
　　第4回：令和5年7月25日（火）、出席委員6名
　　第5回：令和5年9月26日（火）、出席委員6名
　　第6回：令和5年10月24日（火）メール会議、出席委員7名、代理出席1名
　　第7回：令和5年11月28日（火）、出席委員7名、代理出席1名
　　第8回：令和6年1月23日（火）～1月30日（火）メール会議、出席委員8名
　　第9回：令和6年3月22日（金）メール会議、出席委員8名
　＜令和6年度＞
　　第1回：令和6年4月23日（火）、出席委員7名

　ｃ　委員会の審議事項等

　＜令和5年度（審議事項のみ抜粋）＞
　　第1回：(1)2023年度ＦＤ活動に関する件
　　　　　 (2)2023年度前期学生ＦＤスタッフ申請に関する件
　　　　　 (3)椙山女学園大学全学ＦＤ委員会規準の一部改正に関する件
　　第2回：(1)2023年度後期学生ＦＤスタッフ募集要項に関する件
　　第3回：(1)2023年度ＦＤ研修会に関する件
　　　　　 (2)2023年度前期授業アンケートリフレクションに関する件
　　第4回：(1)2023年度後期学生ＦＤスタッフ申請に関する件
　　　　　 (2)2023年度ＦＤ事業推進予算に関する件
　　　　　 (3)2023年度後期授業アンケート実施要領等に関する件
　　第5回：(1)2024年度シラバス項目に関する件
　　　　　 (2)2024年度ＦＤ事業推進予算に関する件
　　第6回：（報告事項のみ）
　　第7回：(1)2023年度後期授業アンケートリフレクションに関する件
　　　　　 (2)2023年度「今年度の振り返り」と「来年度の目標」に関する件
　　　　　 (3)2023年度ＦＤ活動報告書に関する件
　　第8回：(1)2023年度ＦＤ活動の検証と2024年度の計画に関する件
　　　　　 (2)2024年度前期学生ＦＤスタッフ募集に関する件
　　第9回：（報告事項のみ）
　＜令和6年度＞
　　第1回：(1)2024年度ＦＤ活動に関する件
　　　　　 (2)2024年度前期学生ＦＤスタッフ申請に関する件

①　実施体制

７　その他全般的事項

＜情報社会学部　現代社会学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　ａ　委員会の設置状況

　　椙山女学園大学全学ＦＤ委員会　（規準添付）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　　　　　　　教員各自が自身の教育・研究活動について振り返り、次年度の目標を設定する。

　　b　実施方法：Web入力し、公開可の教員の内容は学内公開

　　a　実施内容：令和5年4月

　　b　実施方法：学部ごとに策定された新任教員研修プログラムにより実施

　　c　実施状況（教員の参加状況含む）：17名（助手を含む。）

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

　　　各学部学科の教育理念・特色、３つのポリシー、カリキュラム、学術研究倫理憲章等について説明した。

　　c　実施状況（教員の参加状況含む）：教員118名

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

　　　お互いの教員の活動状況を共有することで、各教員の持つ「教育」「研究」の専門性や特徴を再発見する資料とした。

　○新任教員研修（学内）
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  　該当なし

　　　GPS-Academicをどのように学修成果の可視化に活用するか、ディプロマ・ポリシーとの関連性を含めて説明し、

　　　・テーマ：「学修成果の可視化に向けたポートフォリオシステムの教員向け説明会」

　　　・講師：株式会社SIGEL　代表取締役　鈴鹿健治氏

　○新任教員研修（学外）

　　a　実施内容：令和5年9月13日（水）13:30～15:30

　　　　　　　　 公益財団法人大学コンソーシアム京都主催「ＦＤ合同研修プログラム・テーマ別研修」に参加

　　b　実施方法：Zoomでのオンライン開催

　　c　開催状況（教員の参加状況含む）：人間関係学部講師1名、現代マネジメント学部講師1名

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

     参加教員は報告書を作成し、各人の授業改善に活かした。

　○ＦＤ研修会①

　　a　実施内容：

　　　・日時：令和5年9月5日（火）10:00～11:00

　　　・テーマ：「学修成果の可視化に向けたGPS-Academic（ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰﾃｽﾄ）の活用方法について～前期の結果分析～」

　　　・講師：株式会社ベネッセi-キャリア 大社接続事業本部 大社接続営業部西日本ｶｽﾀﾏｰｻｸｾｽ課 課長 上村明子氏

　　b　実施方法：Zoomでのオンライン開催

　　c　開催状況（教員の参加状況含む）：237名（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ視聴を含む。）（教員172名、助手22名、事務職員等43名）

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

　　　教員の意識を高めた。

　○ＦＤ研修会②

　　a　実施内容：

　　　・日時：令和6年1月9日（火）12:30～13:10

　　b　実施方法：Zoomウェビナーでのオンライン開催

　　c　開催状況（教員の参加状況含む）：156名（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ視聴を含む。）（教員138名、事務職員等18名）

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

　　　本学における学修成果の可視化の方策と、令和6年度から本格導入するポートフォリオ機能を備えた学修成果

　　　可視化システムについて説明し、教員にその意義を意識づけた。

　○学生ＦＤスタッフの活用

　　a　実施内容：授業へのアクティブ・ラーニング導入を支援するため、アクティブ・ラーニングを用いた授業を

　　　実施するための学生補助が必要な際の予算を措置した。

　　b　実施方法：令和5年度授業科目内で、学生ＦＤスタッフが授業補助

　　c　実施状況：前期1件（生活科学部学生1名）、後期3件（生活科学部学生のべ27名）

　　d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況：

　　　アクティブラーニングやICT活用による授業改善、質の向上に取り組んだ。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　＜前期＞実施期間：（1/4期科目）令和5年5月29日（月）～令和5年6月9日（金）

　　　　　　　　　　　（半期科目）令和5年7月10日（月）～令和5年8月3日（木）

　　　　　　実施科目数：662科目

　　＜後期＞実施期間：（1/4期科目）令和5年11月9日（木）～ 令和5年11月20日（月）

　　　　　　　　　　　（半期科目）令和5年12月21日（木）～令和6年1月26日（金）

　　　　　　実施科目数：590科目

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　・結果の概要については、大学ホームぺージで公開

　　・授業科目ごとの結果と、結果に対するリフレクション（教員コメント）は、学内教務システムで公開
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　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和６年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　　〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　－　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　ａ　公表（予定）時期

　2020 年度の公益財団法人大学基準協会による認証評価（大学評価）を受審し、適合の認定を受けた。今後は、改組学部学科
の活動も含めて、毎年度の活動を点検・評価し、点検・評価報告書により公表している。

　　　最新内容は（2023年度　点検・評価報告書（大学年報－第25号）令和6年3月公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開（https://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/valuation/index.html）

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

情報社会学部現代社会学科は、社会学を中心とした関連分野の専門の学術を修得し、現代社会における諸課題を認識し、その解決に
有効な判断力と行動力、及び情報活用能力を備えた人材の養成を目的としている。
この目的を実現するために、予定していた授業科目を適切に開講することができている。初年次においては、「情報社会学概論」に
て両学科の全専門領域（データサイエンス、コミュニケーションデザイン、情報・アーカイブ、メディアスタディーズ、観光・まち
づくり、持続可能な社会）における学問的特徴について理解を深めるとともに、「社会学概論（必修）」「社会調査入門（選択）」
などにより研究方法を学ぶ。そして、グローバル化に適応するコミュニケーション能力を育成するとともに情報リテラシーを身につ
けるフィールドワークの体験プログラムに全学生が参加する。これらは、2年次以降に、明確な答えがない実践的なプロジェクトに
主体的に多様な人々と協働で取り組むPBL型の演習に学修を進めるための基礎固めと学修意欲の向上を図っている。また、学修成果
可視化による情報に基づき、１年次においては学修・生活指導教員が、前期ファーストイヤーゼミの時間において面談を実施し、DP
達成に向けた授業履修などの学修面のアドバイス等の支援を行い、段階的に目的達成に向けた学生の学びの支援を行っていく。
今後も本学部学科の目的を実現するため、学年進行に従い、教学マネジメントの方向性を再確認し、本学部学科の取り組みの良さと
課題を相対的に捉え直し、不断の改善を図りつつ、設置計画を確実に履行していくこととする。

②　自己点検・評価報告書

③　認証評価を受ける計画

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

　内部質保証組織のシステムを整え、第４期の認証評価に向けて2027年度に評価機関(日本高等教育評価機構)の評価を受けるべ
く、学内で検討中である。
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椙山女学園大学全学ＦＤ委員会規準 
平成１２年大規準第４号 

平成１２年５月１６日制定 

 

（趣旨）  

第１条 この規準は、椙山女学園大学におけるファカルティ・ディベロップメント（Faculty Development）

に関する事項を円滑かつ有効に推進するために設置する全学ＦＤ委員会（以下「委員会」という。）につ

いて必要な事項を定める。 

（審議事項）  

第２条 委員会は、前条の趣旨を実現するため、ファカルティ・ディベロップメントに関する次の各号に掲

げる業務を行う。 

(1) 企画・立案に関する事項 

(2) 必要な研究調査に関する事項 

(3) 学部間の連繋及び調整に関する事項 

(4) 研究会、講演会及び教員研修等に関する事項 

(5) 大学間の連携等に関する事項 

(6) その他、学長が特に必要と認める事項 

（委員会）  

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

(1) 学長が指名する学長補佐 

(2) 各学部のＦＤ委員会の委員 各１名 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認める者を、委員に加えることができる。 

３ 第１項第２号及び前項の委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

４ 第１項第２号の委員に欠員が生じた場合には、その都度委員を補充しなければならない。この場合にお

いて、補充による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 委員会に、委員長を置き、委員長は学長補佐をもって充てる。 

（会議）  

第４条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長は会議の議長となる。 

２ 会議は、各学部１名以上の委員を含む委員の過半数の出席により成立する。 

３ 会議には、議長が必要と認めた場合、委員以外の者を陪席させることができる。 

（庶務）  

第５条 委員会の庶務は、教務課において処理する。 

（学部委員会）  

第６条 各学部に学部ＦＤ委員会を設置するものとする。 

２ 前項の学部ＦＤ委員会の構成、委員長の選任方法及び委員の任期については、当該学部の教授会におい

て定める。 

（規準の改廃）  

第７条 この規準の改廃は、委員会が発議し、大学協議会の議を経て学長が決する。 

附 則 

 この規準は、平成１２年５月１６日から施行する。  

附 則（平成１９年大規準第８号） 

 この規準は、平成１９年９月１日から施行する。  

附 則（平成２１年大規準第４号） 

 この規準は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年大規準第９号） 

 この規準は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年大規準第６号）  

１ この規準は、令和５年５月１６日から施行する。 

２ この規準の施行の際現に委員である者の任期は、令和６年３月３１日までとし、再任を妨げない。 
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